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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
数
日
と

な
り
忙
し
い
毎
日
を
送
ら
れ
て

い
る
皆
さ
ま
が
多
い
と
思
い
ま

す
。

　
忙
し
い
時
期
で
あ
れ
ば
こ
そ

思
う
の
で
す
が
、
人
の
幸
せ
や

喜
び
は
健
康
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

つ
か
み
取
れ
る
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
師
走
は
色
々
と

無
理
す
る
こ
と
が
多
い
時
期
で

す
の
で
、
健
康
に
は
十
分
気
を

付
け
て
体
を
大
切
に
し
て
下
さ

い
。

　
さ
て
、
私
も
議
長
に
就
任
し
、

早
く
も
４
回
目
の
新
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

間
、
町
政
の
発
展
と
議
会
の
活

性
化
に
精
力
を
さ
さ
げ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
ご
厚
情
を
糧
と
し
、
議

会
議
員
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ

き
か
、
足
元
を
見
つ
め
直
し
各

位
の
信
託
に
応
え
て
ま
い
り
た

い
と
改
め
て
決
意
し
て
お
り
ま

す
。

　
議
会
議
員
は
首
長
と
共
に
住

民
が
直
接
選
挙
で
選
ぶ
と
い
う

二
元
代
表
制
の
一
方
で
あ
り
首

長
と
議
会
が
相
互
の
抑
制
と
均

衡
に
よ
っ
て
あ
る
種
の
緊
張
関

係
を
保
ち
な
が
ら
、
議
会
が
首

長
と
対
等
の
機
関
と
し
て
、
町

の
運
営
の
基
本
的
な
方
針
を
議

決
し
、
そ
の
執
行
を
監
視
し
、

ま
た
積
極
的
な
政
策
提
案
を
通

じ
て
政
策
形
成
の
舞
台
と
な
る

こ
と
こ
そ
、
二
元
代
表
制
の
本

来
の
在
り
方
で
あ
る
と
言
え
ま

す
が
、
こ
の
１
年
を
振
り
か
え

る
に
、
武
廣
町
長
は
「
議
会
と

は
ガ
チ
ン
コ
で
い
く
」
と
論
じ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
姿

勢
は
、
二
元
代
表
制
は
首
長
・

議
会
が
と
も
に
住
民
を
代
表
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
の
認
識
か

ら
大
き
く
か
け
離
れ
、
マ
ス
コ

ミ
へ
の
注
力
の
方
が
ご
熱
心
で

あ
ら
れ
、
町
政
に
対
す
る
議
論

の
場
で
あ
る
は
ず
の
議
会
へ
の

説
明
不
足
に
よ
る
正
常
な
議
会

運
営
へ
の
度
重
な
る
阻
害
感
は

否
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し

た
。

　
地
方
分
権
が
進
展
す
る
な
か
、

地
方
自
治
体
の
自
己
決
定
・
自

己
責
任
の
範
囲
が
拡
大
し
、
ま

さ
に
地
方
の
時
代
と
な
り
、
議

会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
ま
す

ま
す
重
要
と
な
り
、
私
ど
も
町

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
町

民
の
皆
様
の
期
待
と
信
頼
に
応

え
、
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て

い
く
た
め
に
は
、
議
会
制
度
の

改
革
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
の
点
に
お
い

て
今
議
会
で
「
上
峰
町
議
会
基

本
条
例
」
を
制
定
し
た
こ
と
は

意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
の
基
本
条
例
に

掲
げ
る
理
念
の
下
、
か
つ
て
な

い
財
政
状
況
の
中
で
も
町
民
の

皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
し
っ
か

り
と
し
た
議
論
を
重
ね
、
改
革

に
取
り
組
む
べ
く
一
層
の
努
力

を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
町

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
町

政
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を

的
確
に
と
ら
え
な
が
ら
、
議
員

活
動
に
ま
い
進
す
る
と
と
も
に
、

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
魅

力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
町
の
実

現
に
向
け
誠
心
誠
意
努
め
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
、
よ
い
お
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
。

議長 吉富　　隆

議

長

の

出

番

議

長

の

出

番

議

長

の
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議
案
審
議

平

成

22

年

定

例

会
　
平
成
　
年
第
４
回
定
例
会
を
　
月
　
日
か
ら
　
月
９
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

２２

１１

２６

１２

　
　
号
議
案
か
ら
　
号
議
案
ま
で
、
平
成
　
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
等
４
件
、

７１

８５

２２

条
例
改
正
８
件
、
議
会
基
本
条
例
な
ど
３
件
、
請
願
報
告
１
件
、
平
成
　
年
度

２１

一
般
会
計
歳
入
・
歳
出
決
算
認
定
ほ
か
６
件
、
決
算
特
別
委
員
会
報
告
、
１
０

０
条
調
査
特
別
委
員
会
報
告
な
ど
　
案
件
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

２５

（
全
員
賛
成
）

特
別
職
の
給
与
条
例
の
一
部
改

特
別
職
の
給
与
条
例
の
一
部
改
正正

（
全
員
賛
成
）

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正正

（
全
員
賛
成
）

上
峰
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

上
峰
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正正

　
副
課
長
職
を
降
任
さ
せ
、
非
管
理
職
と
す
る
こ
と
で
超
過
勤
務
手

当
等
が
増
額
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
町
の
財
政
健
全
化
に
逆

行
す
る
た
め
、
一
般
職
員
の
職
務
職
階
の
一
部
改
正
を
除
き
修
正
可

決
し
た
。

　
右
記
、
四
議
案
は
い
ず
れ
も
平
成
　
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
沿
っ

２２

た
も
の
で
、
議
員
、
特
別
職
等
に
係
る
期
末
手
当
の
支
給
割
合
の
引

下
げ
、
職
員
の
給
料
の
減
額
改
定
、
期
末
手
当
お
よ
び
勤
勉
手
当
の

支
給
割
合
を
引
下
げ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

上
峰
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

上
峰
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条条

例
の
一
部
改

例
の
一
部
改
正正

（
賛
成
多
数
）
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議
案
審
議

　
上
峰
町
議
会
は
、
日
本
国
憲

法
に
定
め
る
地
方
自
治
の
本
旨

の
実
現
の
た
め
、
二
元
代
表
制

の
一
方
の
機
関
と
し
て
、
上
峰

町
民
の
意
思
を
町
政
に
的
確
に

反
映
さ
せ
、
上
峰
町
と
し
て
の

最
良
の
意
思
決
定
を
導
く
責
任

を
負
っ
て
い
る
。

　
上
峰
町
議
会
が
、
地
域
に
お

け
る
民
主
主
義
の
発
展
と
上
峰

町
民
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、

果
た
す
べ
き
役
割
は
将
来
に
向

け
て
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

い
る
。

　
特
に
地
方
分
権
の
時
代
を
迎

え
て
自
治
体
の
自
主
的
な
決
定

と
責
任
の
範
囲
が
拡
大
し
た
今

日
、
上
峰
町
議
会
は
そ
の
持
て

る
権
能
を
十
分
に
駆
使
し
て
、

自
治
体
事
務
の
立
案
、
決
定
、

執
行
、
評
価
に
お
け
る
論
点
、

争
点
を
広
く
上
峰
町
民
に
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
上
峰
町
議
会
は
、
自
由
か
っ

達
な
討
議
を
通
じ
て
こ
れ
ら
の

使
命
を
達
成
す
る
た
め
、
議
員

間
の
自
由
な
討
議
の
展
開
、
上

峰
町
長
等
の
行
政
機
関
と
の
持

続
的
な
緊
張
の
保
持
、
議
員
の

自
己
研
さ
ん
と
資
質
の
向
上
、

公
正
性
と
透
明
性
の
確
保
、
議

会
活
動
を
支
え
る
体
制
の
整
備

等
に
つ
い
て
、
こ
の
上
峰
町
議

会
基
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
上
峰
町
議
会
及
び
議
員
は
、

こ
の
条
例
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
上
峰
町
民
の
信
託
に
こ
た

え
、
存
在
感
の
あ
る
上
峰
町
議

会
を
築
く
た
め
、
使
命
感
を

持
っ
て
職
務
に
取
り
組
み
、
活

力
あ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
指
す
。

議場

目
　
的

　
こ
の
条
例
は
、
分
権
と
自
治
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
町
民
に
身
近
な
議
会
及
び
議
員
の
活
動
の
活
性

化
と
充
実
の
た
め
に
必
要
な
議
会
運
営
の
基
本
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
政
の
情
報
公
開
と
町

民
参
加
を
基
本
と
し
た
「
豊
か
な
自
然
、
人
と
文
化
が
息
づ
く
ま
ち
上
峰
」
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

第
１
章
　
第
１
条

　
第
１
章
第
１
条
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
、
第
２
章
第
２
条
か
ら
第
７
章
第
　
条
ま
で
の
条
例
を
、
議

１６

会
提
案
で
議
決
制
定
し
た
。

第
２
章
　
議
会
及
び
議
員
の
活
動
原
則

（
第
２
条
・
第
３
条
）

第
３
章
　
町
民
と
議
会
の
関
係
　
　
（
第
４
条
）

第
４
章
　
町
長
等
と
議
会
及
び
議
員
の
関
係

（
第
５
条
）

第
５
章
　
議
会
及
び
議
会
事
務
局
の
体
制
整
備

（
第
６
条－

第
　
条
）

１０

第
６
章
　
議
員
の
身
分
及
び
待
遇
並
び
に
政
治
倫

理

第
７
章
　
最
高
規
範
性
及
び
見
直
し
手
続
き
等

（
第
　
条－

第
　
条
）

１４

１６

議 会 改 革 と 活 性 化 の た め　 
　 　 議 会 基 本 条 例 を 制 定

平成23年１月１日施行

（
第
　
条－

第
　
条
）

１１

１３

（
全
員
賛
成
）

課
設
置
条
例
の
全
部
改

課
設
置
条
例
の
全
部
改
正正

（
全
員
賛
成
）

予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委

予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委
員員

会
設
置
条
例
の
一
部
改

会
設
置
条
例
の
一
部
改
正正

　
課
設
置
条
例
の
議
案
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
委
員
会
を
所

管
す
る
課
を「
健
康
増
進
課
」か
ら「
健
康
福
祉
課
」に
改
め
る
も
の
。

　
機
構
改
革
に
よ
り
、
現
在
町
長
部
局
の
「
７
課
１
室
」
を
「
５
課

１
室
」
に
す
る
も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成
）

老
人
保
健
福
祉
計
画
審
議
会

老
人
保
健
福
祉
計
画
審
議
会
設設

置
条
例
の
一
部
改

置
条
例
の
一
部
改
正正

　
課
設
置
条
例
の
議
案
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
審
議
会
を
所

管
す
る
課
を
「
福
祉
課
」
か
ら
「
健
康
福
祉
課
」
に
改
め
る
も
の
。

前
　
文
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請
願
審
査
報
告

議
案
審
議

上峰町議会議員政治倫理条例制定
平成23年１月１日施行

　
こ
の
条
例
は
、
上
峰
町
議
会
議
員
（
以
下
「
議
員
」
と
い
う
。
）
が
町
民

の
厳
粛
な
信
託
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
負
託
に
応
え

る
た
め
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
規
律
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
議
員
の
政
治
倫

理
の
確
立
と
向
上
に
努
め
、
常
に
良
心
に
従
い
誠
実
か
つ
公
正
に
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
こ
と
を
促
し
、

公
正
で
開
か
れ
た
民
主
的
な
町
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
１
条
　
目
的

第
２
条
　
議
員
の
責
務

第
３
条
　
政
治
倫
理
基
準

第
４
条
 

町
が
行
う
契
約
に
 

関
す
る
遵
守
事
項

第
５
条
　
誓
約
書
の
提
出

第
６
条
 

税
の
納
付
証
明
書
の
 

提
出
等

第
７
条
 

議
員
の
調
査
請
求
権

第
８
条
 

特
別
委
員
会
の
設
置
等

第
９
条
 

政
治
倫
理
基
準
違
反
の

調
査
等

第
　
条
 

１０議
員
の
協
力
義
務

第
　
条
　
議
長
の
措
置

１１
第
　
条
　
守
秘
義
務

12
第
　
条
　
委
任

１３

委員会開催状況

振
興
常
任
委
員
会
　
委
員
長
　
矢
動
丸
 
文

 件
名
 　
請
願
第
３
号
　
前
牟
田
地
区
学
習
等
施
設
及
び
そ
の
周
辺

等
の
改
善
に
つ
い
て

 審
査
結
果
 　
採
択

　

主主
  なな
  意意
  見見
　

　
請
願
の
道
路
か
さ
上
げ
は
、
周
辺
へ
の
影
響
調
査
を
実
施
・
検
討

し
、
地
元
と
協
議
の
上
慎
重
に
行
う
こ
と
。
ま
た
、
事
業
費
は
、
国

の
補
助
金
、
交
付
金
等
の
利
用
を
検
討
す
る
こ
と
。

前牟田地区学習等施設前

（
全
員
賛
成
）
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一一
 般般
 会会
 計計

　
 歳
 入
 

 総
  務
  課
 

 問
 災
害
時
に
お
け
る
住
民
へ
の
情
報
伝
達
方
法
を
検
討
す
べ
き
。

 答
 町
内
の
各
地
区
へ
の
伝
達
手
段
と
し
て
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
、

戸
別
受
信
機
、
有
線
放
送
な
ど
が
あ
る
。
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
（
J－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
を
導
入
し
た
後
、
財
政
状
況
も
考
慮
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 企
  画
  課
 

 問
 国
有
提
供
施
設
所
在
市
町
村
助
成
交
付
金
の
算
定
は
、
増
額
と

な
る
よ
う
防
衛
省
に
働
き
か
け
を
す
べ
き
。

 答
 引
き
続
き
、
交
付
金
増
額
の
実
現
に
向
け
、
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

 税
  務
  課
 

 問
 不
納
欠
損
に
つ
い
て
は
、
極
力
発
生
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
、

差
押
え
を
行
う
な
ど
努
力
す
べ
き
。

 答
 平
成
　
年
度
不
納
欠
損
額
２
千
　
万
８
千
　
円
（
平
成
　
年
度

２１

７８９

１０７

２０

分
２
千
　
万
７
千
　
円
含
む
）
で
す
。
今
後
も
不
動
産
や
預
貯
金
、

１６８

２１２

生
命
保
険
等
の
財
産
調
査
を
積
極
的
に
実
施
し
、
分
納
誓
約
や
差

押
え
等
に
よ
り
時
効
が
成
立
し
な
い
よ
う
に
徴
収
に
全
力
を
挙
げ

て
い
き
た
い
。

 問
 徴
収
率
は
、　
％
へ
近
づ
く
よ
う
に
努
力
す
べ
き
。

１００

 答
 滞
納
者
は
、
延
滞
金
の
関
係
で
滞
納
繰
越
分
を
優
先
し
て
納
付

さ
れ
、
現
年
度
分
が
滞
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
現
年
度
分
は
必

ず
納
付
さ
せ
る
よ
う
に
強
く
納
税
相
談
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

 問
 佐
賀
県
滞
納
整
理
推
進
機
構
が
終
了
後
の
町
の
徴
収
体
制
の

確
立
を
図
る
べ
き
。

 答
 徴
収
の
専
門
部
署
（
係
）
の
設
置
を
検
討
し
、
滞
納
整
理
推
進

機
構
で
習
得
し
た
滞
納
処
理
（
差
押
え
等
）
の
知
識
を
活
か
せ
る

職
員
体
制
を
整
え
た
い
。

 住
  民
  課
 

 問
 保
育
所
負
担
金
の
滞
納
は
、
不
納
欠
損
と
な
ら
な
い
よ
う
徴
収

に
努
力
す
べ
き
。

 答
 今
後
も
滞
納
状
況
を
詳
細
に
把
握
し
、
過
年
度
滞
納
繰
越
と
な

ら
な
い
よ
う
逐
次
滞
納
者
の
徴
収
に
努
力
し
ま
す
。

 問
 資
源
ゴ
ミ
回
収
の
金
額
を
、
開
示
す
べ
き
。

 答
 平
成
　
年
度
の
資
源
ご
み
回
収
額
は
、　
万
８
千
円
で
し
た
。

２１

３９４

資
源
ご
み
回
収
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
広
報
誌
に
掲
載
し
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会
報
告

資源ごみ回収

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告
書

（
全
員
賛
成
）

平　成
２１年度
平　成
２１年度委

 員
 長
　
岡
　
　
　
光
　
廣

　
平
成
　
年
９
月
　
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付
託
さ

２２

１７

れ
た
議
案
第
　
号
平
成
　
年
度
上
峰
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、

５５

２１

議
案
第
　
号
平
成
　
年
度
上
峰
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

５６

２１

出
決
算
、
議
案
第
　
号
平
成
　
年
度
上
峰
町
老
人
保
健
特
別
会
計
歳

５７

２１

入
歳
出
決
算
、
議
案
第
　
号
平
成
　
年
度
上
峰
町
後
期
高
齢
者
医
療

５８

２１

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
議
案
第
　
号
平
成
　
年
度
上
峰
町
土
地

５９

２１

取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
議
案
第
　
号
平
成
　
年
度
上
峰
町

６０

２１

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
議
案
第
　
号
平
成
　
年

６１

２１

度
上
峰
町
工
業
用
地
取
得
造
成
分
譲
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
以

上
７
議
案
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
去
る
　
月
　
日
か
ら
　
月
５
日
ま

１０

２５

１１

で
の
５
日
間
に
わ
た
り
厳
正
な
る
審
査
を
行
い
、
監
査
委
員
の
意
見

書
及
び
執
行
部
の
内
容
説
明
を
聞
き
、
慎
重
な
審
査
の
結
果
、
適
正

で
あ
る
こ
と
を
認
め
全
員
賛
成
を
も
っ
て
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
審
査
の
過
程
で
の
意
見
及
び
要
望
等
に
つ
い
て
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。
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決
算
特
別
委
員
会
報
告

 建
  設
  課
 

 問
 住
宅
使
用
料
の
滞
納
は
、
条
例
に
基
づ
き
、
保
証
人
へ
の
催
告

や
住
宅
の
明
渡
し
請
求
等
、
収
納
対
策
に
万
全
を
期
す
べ
き
。

 答
 条
例
お
よ
び
町
営
住
宅
家
賃
等
滞
納
整
理
事
務
処
理
要
綱
に

基
づ
き
、
収
納
対
策
に
努
め
ま
す
。

 問
 駐
車
場
使
用
料
の
滞
納
は
、
規
則
の
中
で
罰
則
規
定
を
制
定
す

べ
き
。

 答
 条
例
に
よ
り
、
悪
質
な
滞
納
者
に
は
使
用
許
可
の
取
消
し
で
対

応
し
た
い
。

 教
  育
  課
 

 問
 学
校
給
食
費
徴
収
金
（
過
年
度
分
）
は
、
不
納
欠
損
と
な
ら
な

い
よ
う
努
力
し
、
行
方
不
明
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
情
の
も
の
に

つ
い
て
は
、
不
納
欠
損
と
し
て
処
理
す
べ
き
。

 答
 今
後
と
も
訪
問
日
を
決
め
、
訪
問
徴
収
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
行
方
不
明
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
情
の
者
に
つ
い
て
は

不
納
欠
損
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 生
  涯
  学
  習
  課
 

 問
 町
民
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
増
対
策
を
検
討
す
べ
き
。

 答
 照
明
・
音
響
な
ど
の
技
術
力
や
充
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
も
っ
て
利

用
増
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
 歳
 出
 

 企
  画
  課
 

 問
 鎮
西
山
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
、
東
屋
の
水
道
を
利
用
で
き
る
よ

う
検
討
す
べ
き
。

 答
 安
全
・
安
心
な
施
設
の
あ
り
方
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

 住
  民
  課
 

 問
 環
境
美
化
推
進
委
員
手
当
は
、
区
長
の
設
置
に
関
す
る
規
則
と

の
整
合
性
を
図
る
べ
き
。

 答
 環
境
美
化
推
進
員
の
職
務
は
、
区
長
手
当
と
は
報
酬
の
性
格
が

違
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
規
則
に
基
づ
き
歳
出
項
目
を
変
更
し
て
整
合
性
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

 教
  育
  課
 

 問
 小
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
の
台
数
は
、
近
隣
町
な
み
に
整
備
す
べ
き
。

 答
 近
隣
市
町
は
　
台
整
備
さ
れ
て
お
り
、
本
町
は
　
台
な
の
で
今

４０

２０

後
計
画
的
な
整
備
を
し
て
い
き
た
い
。

 問
 学
校
管
理
費
の
消
耗
品
費
・
光
熱
水
費
な
ど
は
、
な
お
一
層
の

節
減
に
努
力
す
べ
き
。

 答
 小
・
中
学
校
と
も
学
校
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
経
費
に
つ
い
て
節
減

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
な
お
一
層
の
節
減
を
図

り
ま
す
。

 問
 学
校
給
食
の
配
膳
業
務
は
、
受
託
側
と
の
協
議
を
す
べ
き
。

 答
 平
成
　
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
今
後
、
教
育
委
員
会
、
学
校
、

２３

給
食
委
託
業
者
の
三
者
で
十
分
に
協
議
検
討
を
行
い
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

 生
  涯
  学
  習
  課
 

 問
 補
助
金
支
出
は
、
根
拠
を
も
っ
て
支
出
検
討
す
べ
き
。

 答
 今
後
は
、
更
に
事
業
内
容
を
精
査
し
な
が
ら
支
出
し
て
い
き
た

い
。

 問
 電
気
料
　
万
円
以
上
の
施
設
は
、
軽
減
す
る
機
器
が
あ
る
の
で

５０

検
討
す
べ
き
。

 答
 町
民
セ
ン
タ
ー
が
該
当
し
ま
す
の
で
、
軽
減
の
方
法
に
つ
い
て

調
査
し
て
い
き
た
い
。

 文
  化
  課
 

 問
 町
内
遺
跡
発
掘
受
託
事
業
は
、
委
託
者
か
ら
の
納
付
を
確
認
し

て
か
ら
作
業
に
取
り
か
か
る
べ
き
。
ま
た
、
受
託
事
業
は
極
力
一

般
財
源
か
ら
の
持
ち
出
し
が
な
い
よ
う
に
努
め
る
べ
き
。

 答
 今
後
、
事
業
費
の
全
額
納
付
を
確
認
し
た
後
に
事
業
に
着
手
し

ま
す
。
ま
た
、
適
正
な
予
算
執
行
を
心
が
け
、
一
般
財
源
の
持
ち

出
し
が
な
い
よ
う
に
努
め
ま
す
。

パソコンを使った授業（２人で１台）
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 福
  祉
  課
 

 問
 福
祉
バ
ス
の
修
理
経
費
負
担
は
、
契
約
書
に
金
額
を
明
示
す
べ

き
。

 答
 契
約
書
上
は
経
年
に
よ
る
高
額
な
修
繕
等
の
経
費
に
つ
い
て

は
町
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
委
託
先
の
申
し
出
に
よ

り
協
議
し
負
担
し
て
い
き
た
い
。

土
地
取
得
特
別
会

土
地
取
得
特
別
会
計計

 問
 土
地
開
発
基
金
の
基
金
額
は
、
改
正
を
す
べ
き
。

 答
 改
正
に
向
け
検
討
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計計

 問
 国
保
税
の
収
納
率
の
向
上
に
努
力
す
べ
き

 答
 財
産
調
査
の
上
、
差
押
え
等
を
実
施
し
て
滞
納
整
理
を
す
す
め

て
い
き
ま
す
。

　
低
所
得
者
の
滞
納
に
つ
い
て
は
、
納
税
相
談
を
し
て
で
き
る
限

り
の
納
税
を
促
し
て
い
き
た
い
。

農
業
集
落
排
水
特
別
会

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計計

 問
 維
持
管
理
費
は
、
使
用
料
で
賄
え
る
よ
う
に
努
力
し
、
使
用
料

改
定
も
検
討
す
べ
き
。

 答
 事
業
所
に
つ
い
て
は
平
成
　
年
７
月
よ
り
従
量
制
導
入
を
行

２２

い
、
一
般
家
庭
の
使
用
料
金
に
近
づ
け
ま
し
た
。 

 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計計

 問
 保
険
料
の
滞
納
は
、
不
納
欠
損
に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
力
す
べ

き
 答
 短
期
証
を
交
付
し
、
未
納
者
と
の
接
触
を
図
り
納
付
を
促
し
て

努
力
し
ま
す
。

工
業
用
地
取
得
造
成
分
譲
特
別
会

工
業
用
地
取
得
造
成
分
譲
特
別
会
計計

 問
 用
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
、
拡
幅
を
検
討
す
べ
き
。

 答
 一
般
会
計
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会
報
告

通学福祉バス「のらんかい」

ホリカワ産業跡地
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予

算

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

合　計
35億3,161万

9千円

地方交付税
8億5,723万円

24.3%国庫支出金
2億8,814万2千円 8.2%

その他
4億2,236万

5千円
11.9%

町債
4億6,187万円 13.1%

町　税
12億806万7千円

34.2%繰入金
8,518万4千円 2.4%

県支出金
2億876万1千円 5.9%

入るお金

使うお金

合　計
35億3,161万

9千円

民生費
8億5,669万

1千円
24.3%

衛生費
5億1,508万

6千円
14.6%

公債費
5億541万2千円

14.3%

農林水産業費
3億4,334万4千円 9.7%

総務費
4億4,416万円

12.6%

その他
2億854万5千円 5.9%

商工費
2億6,232万4千円 7.4%

土木費
6,424万8千円 1.8%

教育費
3億3,180万9千円 9.4%

歳　入（増額のみ）
◎国庫支出金
保育所運営費負担金……………１，２１７万円
障害者自立支援給付費負担金……４４０万円
◎県支出金
保育所運営費負担金…………６０８万４千円
障害者自立支援給付費負担金……２２０万円
乳幼児医療費補助金…………１４４万９千円
子宮頸がん等ワクチン接種補助金

……１７２万１千円
◎繰入金
財政調整基金繰入金………２，５０１万７千円

６，０４２万５千円増額して

総額３５億３，１６１万９千円となる
補正予算の主なものは…

 一　般　会　計  本会期までの累計 

補 正 予 算平成２２年度

 特　別　会　計 

農 業 集 落 排 水 特 別 会 計国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

２２０万５千円を増額し、５億２，４６９万６千円となる５６２万９千円を増額し、９億８，６８６万８千円となる

歳　出（増額のみ）

◎公用車買い替え（４台）……５６７万９千円

◎国民健康保険特別会計繰出金……５６３万円

◎更生医療給付費……………………３００万円

◎介護・訓練等給付費………………８８０万円

◎私立保育園運営費…………２，３０６万９千円

◎広域保育園運営費……………５０４万３千円

◎子宮頸がん等ワクチン接種費用
………３４４万３千円

◎乳幼児医療費助成……………２８９万９千円

◎消防事務組合負担金…………８１８万９千円
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討
論
採
決

平成22年平成22年 議案賛否表第４回定例会第４回定例会第４回定例会
９８７６５４２１採

 決
 結
 果

議
 案
 番
 号

岡
　
　
光
廣

伊
東
　
盛
雄

井
上
　
正
宣

矢
動
丸
 
文

中
山
　
五
雄

漆
原
　
悦
子

原
槙
　
和
彦

松
田
　
俊
和件　　　　　名

○○○○○○○○認定平成２１年度上峰町一般会計歳入歳出決算認定について５５

○○○○○○○○認定平成２１年度上峰町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について５６

○○○○○○○○認定平成２１年度上峰町老人保健特別会計歳入歳出決算認定について５７

○○○○○○○○認定平成２１年度上峰町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について５８

○○○○○○○○認定平成２１年度上峰町土地取得特別会計歳入歳出決算認定について５９

○○○○○○○○認定平成２１年度上峰町農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定について６０

○○○○○○○○認定平成２１年度上峰町工業用地取得造成分譲特別会計歳入歳出決算認定について６１

○○○○○○○○可決上峰町課設置条例の全部を改正する条例７１

○○○○○○○○可決議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例７２

○○○○○○○○可決特別職の給与条例の一部を改正する条例７３

○○○○○○○○可決上峰町教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例７４

○×○○×○○○可決上峰町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（修正案を除く部分）７５

○×○○×○○○可決上峰町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（修正案）

○○○○○○○○可決上峰町老人保健福祉計画審議会設置条例の一部を改正する条例７６

○○○○○○○○可決上峰町予防接種健康被害調査委員会設置条例の一部を改正する条例７７

××××××××否決浮立の里米多団地集会所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例７８

○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町一般会計補正予算（第３号）７９

○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）８０

○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）８１

○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第３号）８２

○○○○○○○○可決上峰町議会基本条例８３

○○○○○○○○可決上峰町議会議員政治倫理条例８４

○○○○○○○○可決上峰町議会会議規則の一部を改正する規則８５

○○○○○○○○可決前牟田地区学習等施設及びその周辺の改善について（採択）－

○○○○○○○○可決決算特別委員会審査報告－

○×○○×○○○可決上峰町職員採用試験及び電気通信事業法等調査特別委員会調査報告－

○×○○×○○○可決虚偽の陳述に対する告発の件－
○は賛成　×は反対

お
詫
び
と
訂
正

　
前
回
発
行
の
議
会
だ
よ
り

の
一
般
質
問
の
な
か
で
訂
正

す
べ
き
箇
所
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
７
ペ
ー
ジ
、
中
山
五
雄
議

員
の
発
言
部
分

 誤
 

　
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
現
在

の
財
政
状
況
や
緑
地
協
議
会

の
特
別
委
員
会
の
件
や
百
条

委
員
会
の
件
な
ど
を
開
き
た

い
と
言
わ
れ
る
方
々
が
多
く

お
ら
れ
ま
す
。
明
確
に
説
明

を
し
、
意
見
を
聞
き
な
が
ら

前
に
進
む
べ
き
と
思
う
が
。

 正
 

　
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
現
在

の
財
政
状
況
や
緑
地
協
議
会

の
特
別
委
員
会
の
件
や
百
条

委
員
会
の
件
な
ど
を
聞
き
た

い
と
言
わ
れ
る
方
々
が
多
く

お
ら
れ
ま
す
。
明
確
に
説
明

を
し
、
意
見
を
聞
き
な
が
ら

前
に
進
む
べ
き
と
思
う
が
。
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議
員

　
行
政
の
ス
リ
ム
化
と
財
政
の

健
全
化
に
向
け
て
今
後
の
取
組

み
は
。

池
田
総
務
課
長

　
こ
れ
ま
で
も
課
の
再
編
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
後

も
新
規
採
用
を
増
や
さ
ず
に
組

織
再
編
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

福
祉
課
と
健
康
増
進
課
を
健
康

福
祉
課
に
改
め
、
建
設
課
と
産

業
商
工
課
を
振
興
課
に
改
め
る

内
容
の
議
案
を
今
回
提
出
し
て

い
ま
す
。

　
来
年
４
月
１
日
か
ら
行
っ
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
島
企
画
課
長

　
平
成
　
年
度
の
予
算
編
成
に

２３

つ
い
て
は
現
状
を
よ
く
よ
く
理

解
し
た
上
で
予
算
要
求
に
取
り

か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

安
定
し
た
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
早

期
確
保
を
目
指
し
、
国
か
ら
の

交
付
金
を
有
効
活
用
す
る
と
と

も
に
、
地
方
交
付
税
の
増
額
分

に
よ
る
起
債
返
済
準
備
金
の
造

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議
員

　
行
政
の
ス
リ
ム
化
は
８
課
の

も
の
を
６
課
に
統
合
す
る
こ
と

で
提
案
さ
れ
て
い
る
の
で
、
来

年
４
月
１
日
よ
り
確
実
に
実
行

し
て
も
ら
い
た
い
。
財
政
の
改

革
は
前
年
度
よ
り
も
予
算
を
少

な
く
組
ん
で
改
革
す
る
と
い
う

こ
と
で
良
い
が
、
先
日
新
聞
に

も
載
っ
て
い
た
通
り
上
峰
は
不

納
欠
損
額
が
隣
接
町
と
比
べ
て

も
一
番
多
い
が
ど
の
よ
う
に
対

策
を
取
っ
て
い
く
の
か
。

白
濱
税
務
課
長

　
滞
納
の
差
押
え
は
難
し
い
問

題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も

前
提
に
前
年
度
分
も
合
わ
せ
て

徴
収
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

議
員

　
今
ま
で
何
回
も
質
問
し
て
い

る
が
、
同
意
書
の
件
や
街
灯
に

し
て
も
一
向
に
前
に
進
ん
で
い

な
い
が
、
安
全
安
心
の
街
づ
く

り
の
た
め
に
も
早
急
な
対
応
を
。

武
廣
町
長

　
防
犯
灯
の
取
り
付
け
に
関
し

ま
し
て
は
で
き
る
だ
け
財
政
の

負
担
を
掛
け
ず
に
取
り
付
け
る

よ
う
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

一一　般　質　問一一　般　質　問

そ 聞き聞きそこが聞きたい

行財政改革について

課の統廃合と収支バランスの早期確保を目指す答答答答答答答答答答答答答答答答

中山　五雄 議員

一
般
質
問

２００９年度の不納欠損額　（単位：万円）
１２，８２９佐 賀 県
２６，０４０佐 賀 市
２２，０８７唐 津 市
１２，３２０鳥 栖 市
１９，０３９多 久 市
１０，２７４伊 万 里 市
１０，６７２武 雄 市
６，４５７鹿 島 市
６，８８３小 城 市
６，０７９嬉 野 市
３，５５１神 埼 市
１，９４１吉 野 ヶ 里 町
５５７基 山 町

２，７８９上 峰 町
３，５５７み や き 町
６，２７８玄 海 町
３，９６７有 田 町
２，１９５大 町 町
４５３江 北 町

５，７３７白 石 町
１５６太 良 町

１６３，８６１合　 計
２０１０．１１．２２佐賀新聞より

場外舟券発売場について

答答答答答答答答答答答答答答答答答答 防犯灯の取り付けを考えていきます
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教
育
行
政
対
策
は

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答

教
育
基
本
方
針
は
読
む
・
書
く
・
計
算

議
員
　
学
力
向
上
に
む
け
た
県
の
緊

急
対
策
が
　
月
に
打
出
さ
れ
て

１０

い
ま
す
。
町
の
取
り
組
み
や
問

題
点
は
。
ま
た
、
学
校
給
食
・

特
別
支
援
教
育
の
現
状
、
郡
境

地
区
な
ど
通
学
路
の
安
全
確
認

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

吉
田
教
育
長

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、「
基
礎

教
育
を
着
実
に
や
る
べ
き
」
と

結
論
づ
け
ら
れ
た
。
町
は
、「
教

育
の
基
本
は
読
む
・
書
く
・
計

算
の
基
本
方
針
に
戻
る
べ
き
」

と
、
子
ど
も
自
身
が
勉
強
に
取

り
組
む
よ
う
な
姿
勢
を
み
る
組

織
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

問
題
事
は
学
年
全
体
と
し
て
、

十
分
見
守
り
な
が
ら
即
行
動
を

し
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
給
食
の
配
膳
に
つ
い
て

は
、
来
年
４
月
迄
に
協
議
し
ま

す
。

大
隈
教
育
課
長

　
平
成
　
年
に
特
別

１９

支
援
教
育
が
始
ま
り
、

町
は
小
学
校
３
名
・

中
学
校
１
名
の
介
助

員
を
配
置
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
国
・
県

へ
の
要
望
を
含
め
、

支
援
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
通
学
路
は
青
色
回

転
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で

巡
回
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地

域
か
ら
の
情
報
を
も

と
に
安
全
確
認
も
し
て
い
ま
す
。

池
田
総
務
課
長

　
吉
野
ヶ
里
温
泉
前
の
道
路
は
、

延
長
が
短
区
間
で
あ
り
、
ま
た
、

住
宅
街
内
で
あ
る
た
め
速
度
遵

守
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
町
は

「
速
度
落
と
せ
」
な
ど
の
標
示

板
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。 

議
員
　
滞
納
の
現
状
と
取
り
組
み
は
。

ま
た
、
納
税
は
国
民
の
義
務
で

あ
る
の
で
、
臨
戸
訪
問
せ
ず
に

事
務
処
理
す
べ
き
で
は
な
い
で

す
か
。

白
濱
税
務
課
長

　
町
税
等
（
国
民
健
康
保
険
税

含
む
）
は
平
成
　
年
３
月
末
現

２２

在
１
億
４
千
　
万
円
強
の
滞
納

３００

繰
越
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
、

　
万
円
以
上
の
滞
納
者
は
　
名

５０

６８

（
内
法
人
　
件
）
で
合
計
金
額

１２

は
１
億
１
千
　
万
円
と
な
っ
て

３７３

い
ま
す
。　
月
末
現
在
ま
で
に
、

１０

１
億
７
千
　
万
円
の
収
入
が
あ

７１１

り
ま
し
た
が
、
平
成
　
年
分
を

２２

含
め
、
現
在
１
億
２
千
　
万
円

５００

の
徴
収
未
納
が
あ
り
ま
す
の
で
、

県
の
滞
納
整
理
推
進
機
構
と
共

同
催
告
と
い
う
こ
と
で
徴
収
効

果
を
あ
げ
て
い
き
た
い
。
予
告

書
の
活
用
は
、
臨
戸
よ
り
効
果

が
あ
る
と
思
う
の
で
、
来
年
に

む
け
検
討
し
、
徴
収
額
ア
ッ
プ

に
努
め
ま
す
。

武
廣
町
長

　
少
な
い
人
数
で
費
用
と
効
果

の
観
点
か
ら
、
よ
り
効
率
的
な

徴
収
に
努
め
て
い
き
た
い
。

漆原　悦子 議員

税務課

税 徴 収 対 策

答答答答答答答答答答答答答答答答答答 効率的な徴収に努める
一
般
質
問

授業風景（Ｔ・Ｔ教育）

大口滞納（Ｈ２２．１０現在）

毎月１００万円支払中
（１件）法人１，０００万以上

・差押え済み（２名）
・毎月１０万円支払中
　　　　　 （１名）

個人５００万以上

◇
ほ
か
に

・
住
民
協
働
の
町

づ
く
り
に
つ
い

て
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一
般
質
問

議
員

　
町
の
最
大
の
課
題
は
、
財
政

の
健
全
化
だ
と
思
い
ま
す
。
１

日
で
も
早
く
健
全
化
計
画
を
立

て
、
行
政
、
議
会
、
町
民
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

北
島
企
画
課
長

　
今
後
の
財
政
健
全
化
は
「
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
」
を
見
据
え
た

取
組
み
に
な
り
ま
す
。

　
町
単
独
で
の
公
共
事
業
の
抑

制
、
起
債
活
用
の
抑
制
、
庁
内

事
務
の
合
理
的
・
効
率
的
な
運

用
で
よ
り
一
層
の
経
費
削
減
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

武
廣
町
長

　
行
財
政
改
革
大
綱
、
集
中
緊

急
対
策
プ
ラ
ン
の
検
証
を
行
い
、

町
民
の
皆
様
か
ら
ア
イ
デ
ア
を

い
た
だ
き
、
今
後
、
行
財
政
改

革
大
綱
の
作
成
を
進
め
た
い
。

議
員

　
機
構
改
革
を
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
、
そ
の
目
的
は
。

池
田
総
務
課
長

　
現
在
、
町
行
政
は
　
課
１
局

１１

１
室
あ
り
ま
す
。
今
の
財
政
状

況
で
は
増
員
も
で
き
な
い
た
め
、

組
織
を
再
編
し
課
の
統
合
に
よ

り
職
員
採
用
を
極
力
抑
え
、
係

１
名
の
配
置
を
解
消
し
た
い
。

議
員

　
今
後
、
地
域
主
権
に
よ
る
権

限
移
譲
で
事
務
量
は
増
大
す
る

と
見
込
ま
れ
ま
す
。
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
、
北
部
保
育
所
の
民

営
化
で
職
員
数
に
変
動
が
あ
っ

て
い
ま
す
。
適
正
な
職
員
数
に

条
例
を
改
正
す
る
必
要
は
な
い

か
。

武
廣
町
長

　
職
員
数
は
、
人
口
１
万
人
の

類
似
団
体
で
全
国
２
番
目
に
低

い
も
の
で
す
。
今
後
定
数
に
つ

い
て
相
対
的
に
考
え
全
体
の
職

員
数
を
定
数
と
し
て
定
め
て
い

き
た
い
。

議
員

　
機
構
改
革
は
、
職
員
の
た
め

で
な
く
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
っ
た
も
の
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

武
廣
町
長

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な

い
、
住
民
の
た
め
の
機
構
改
革

を
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　
い
ま
、
地
域
主
権
が
大
き
く

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
の
規

模
で
は
今
後
の
権
限
移
譲
に
対

し
て
対
応
で
き
る
か
心
配
で
す
。

合
併
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
考

え
る
が
。

武
廣
町
長

　
町
の
財
政
が
ネ
ッ
ク
で
隣
接

の
町
は
合
併
の
機
運
が
な
い
よ

う
に
思
え
る
。
早
期
に
財
政
の

健
全
化
を
図
り
、
広
域
で
の
連

携
を
深
め
て
合
併
の
機
運
を
高

め
て
い
き
た
い
。

行財政の取組みは

町民の意向を反映した行財政改革大綱を答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答

原槙　和彦 議員

議
員

　
集
落
営
農
組
合
の
法
人
化
期

日
が
来
年
の
３
月
末
で
す
。
ま

た
、
個
別
補
償
制
度
が
で
き
営

農
組
合
の
今
後
の
方
向
性
は
。

渡
邊
産
業
商
工
課
長

　
国
が
課
し
て
い
る
要
件
が
営

農
組
合
に
と
っ
て
、
農
地
の
集

積
・
経
理
の
一
元
化
・
法
人
化

計
画
が
重
荷
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
個
別
補
償
制
度
で
営
農

組
合
の
存
在
が
薄
く
な
っ
て
い

る
と
思
え
ま
す
。
農
政
も
激
し

く
変
化
し
て
お
り
先
が
見
え
ず

予
測
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
は
、

我
々
の
農
地
は
我
々
が
守
る
と

い
う
意
識
で
農
業
の
持
つ
多
面

的
な
機
能
を
国
・
県
に
要
請
し

て
い
き
営
農
組
合
を
存
続
さ
せ

て
い
き
た
い
。

集
落
営
農
組
合
の
現
状
と
今
後
は

答答答答答答答答答答答答答答答答

国
・
県
に
要
望
し
て
い
く

財
政
健
全
化
は

機
構
改
革
は

市
町
村
合
併
は

◇
ほ
か
に
 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
つ

い
て
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一
般
質
問

行
財
政
に
つ
い
て

改
革
を
進
め
ま
す

答答答答答答答答答答答答答答答答答答
議
員

　
１
期
４
年
間
に
お
い
て
一
般

質
問
し
た
計
　
回
の
項
目
に
対

３３

し
、
現
在
の
各
課
の
考
え
は
。

池
田
総
務
課
長

　
総
務
課
に
対
し
８
回
質
問
を

受
け
て
い
る
が
、
未
達
成
の
案

件
は
今
後
防
災
無
線
の
設
置
等

予
算
面
を
考
慮
し
進
め
て
い
き

ま
す
。

北
島
企
画
課
長

　
平
成
　
年
度
改
革
プ
ラ
ン
を

２３

重
視
し
、
財
政
運
営
面
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
企
業
誘

致
推
進
を
図
り
ま
す
。

大
隈
教
育
課
長

　
校
庭
・
運
動
場
の
芝
生
化
は

維
持
管
理
面
を
充
分
検
討
し
、

今
後
、
近
隣
の
進
捗
状
況
を
重

視
し
て
い
き
ま
す
。

江
崎
建
設
課
長

　
安
全
面
に
お
い
て
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
未
設
置
箇
所
は
、
予
算

不
足
に
よ
り
デ
リ
ネ
ー
タ
ー

（
反
射
柱
）
等
設
置
可
能
な
設

備
に
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

白
濱
税
務
課
長

　
町
税
滞
納
問
題
は
、
解
決
に

向
け
徴
収
率
向
上
の
課
題
を
今

後
も
十
分
考
慮
し
て
い
き
ま
す
。

川
原
健
康
増
進
課
長

　
検
診
率
の
向
上
へ
よ
り
努
め
、

医
療
費
抑
制
を
今
後
も
続
け
て

い
き
ま
す
。

武
廣
町
長

　
議
案
答
弁
最
後
部
語
尾
に
お

い
て
①
検
討
し
ま
す
②
取
り
組

み
ま
す
③
努
め
ま
す
④
思
い
ま

す
⑤
考
え
ま
す
⑥
臨
み
ま
す
⑦

対
応
し
ま
す
⑧
図
り
ま
す
　
の

答
弁
に
対
し
今
後
時
期
が
来
れ

ば
対
応
し
て
い
く
よ
う
検
討
を

重
ね
ま
す
。

議
員

　
業
務
改
革
の
一
環
と
し
て
機

構
改
革
が
実
現
さ
れ
ま
し
た
が
、

開
き
っ
ぱ
な
し
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
、
書
類
が
雑
然
と
置
か
れ
た

倉
庫
や
机
上
の
風
景
を
整
理
整

頓
す
る
こ
と
で
自
分
の
業
務
の

無
駄
を
省
い
て
仕
事
の
効
率

ア
ッ
プ
を
図
り
、
業
務
量
削
減

で
コ
ス
ト
縮
減
の
改
革
改
善
に

努
め
る
考
え
は
。

池
田
総
務
課
長

　
今
後
、
書
庫
整
理
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

武
廣
町
長

　
庁
舎
内
部
に
て
再
検
討
し
て

い
き
、
事
務
分
掌
に
お
い
て
も

効
率
を
高
め
ま
す
。

議
員

　
前
年
度
、
町
長
選
挙
出
馬
時

選
挙
公
約
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）

　
項
目
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

２４現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
・
実
績

は
。

武
廣
町
長

　
実
現
の
判
断
は
差
異
が
あ
る

と
考
え
る
が
、　
項
目
に
お
い

１５

て
実
現
し
て
い
る
と
判
断
し
、

残
り
に
対
し
て
は
、
現
在
努
力

中
で
あ
り
、
よ
り
頑
張
り
ま
す
。

松田　俊和 議員

町長の選挙公約

答答答答答答答答答答答答答答答答 目標達成に努める

庁舎１階

庁舎２階

庁
舎
内
整
理
整
頓

の
取
組
み
は
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あ
 と
 が
 き

　
議
会
だ
よ
り

　
　
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
漆
原
悦
子

副
委
員
長
　
松
田
俊
和

委
　
　
員
　
井
上
正
宣

委
　
　
員
　
原
槙
和
彦

元
気気

シ
リ
ー
ズ
4

フ
レ
ッ
シ
ュ
上
峰

フ
レ
ッ
シ
ュ
上
峰

（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

次
回
は

上
峰
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

上
峰
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

上
峰
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

　
月
日
の
経
つ
の
は
早
い

も
の
で
就
任
以
来
４
年
が
、

ま
た
た
く
間
に
過
ぎ
て
ゆ

き
、
計
　
回
の
「
議
会
だ

16

よ
り
」
を
発
行
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
い
つ
も

気
に
な
る
の
は
「
読
ん
で

も
ら
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
」
と
い
う
こ
と
ば
か
り

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ま

だ
ま
だ
議
会
広
報
編
集
委

員
会
は
、
読
み
や
す
く
、

分
か
り
や
す
い
親
し
め
る

議
会
広
報
誌
と
し
て
研
修

を
重
ね
、
全
国
一
の
優
秀

な
「
議
会
だ
よ
り
」
を
目

指
し
、
改
選
後
の
新
し
い

広
報
委
員
の
方
々
で
、
よ

り
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
号
か
ら
の
「
議
会
だ

よ
り
」
も
、
よ
り
多
く
の

方
の
ご
愛
読
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
４
年
間
ご
愛
読
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

議会活動としての議会活動としての議会活動としての 行　事行　事行　事
１０９８７６５４２１
吉
富
　
　
隆

岡
　
　
光
廣

伊
東
　
盛
雄

井
上
　
正
宣

矢
動
丸
 
文

中
山
　
五
雄

漆
原
　
悦
子

原
槙
　
和
彦

松
田
　
俊
和

○○○○○○○○○１０月２日郡内議員グラウンドゴルフ大会
○○○○×○○○○１０月３日上峰小学校体育大会
×○○○×○○○○１０月５日市町村行政講演会

○○○○１０月６日県部落解放推進協議会研修会
○○×○××○○○１０月９日ひよ子保育園運動会
○○○○×○○○○１０月１０日町民体力つくり体育大会
○○○××○○○○１０月２３日自衛隊創立記念行事
○○○××○○○○１１月３日町民文化祭
○○○○×○○○○１１月１４日消防団防火訓練
○×××××○○○１１月２８日上峰幼稚園お遊戯会
○○○○×○○○○１２月１０日太古木シンポジウム
○○×○××○○○１２月１９日おたっしゃ館もちつき交流会
○○××××○○○１２月２１日同和問題市町講座

○は出席　　×は欠席

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
上
峰
は
小
学
校

１
年
～
６
年
で
構
成
さ
れ
た
野

球
チ
ー
ム
で
す
。

　
創
部
７
年
目
の
ま
だ
若
い

チ
ー
ム
で
す
が
「
明
る
く
、
元

気
で
、
伸
び
伸
び
と
楽
し
い
野

球
を
モ
ッ
ト
ー
に
」
を
合
言
葉

に
指
導
者
や
父
兄
が
、
一
体
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
野
球
以
外
に
も
サ
ッ
カ
ー
や

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
も
練
習
の

合
間
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
冬
場
は
基
礎
体
力
向
上
の
た

め
走
り
込
み
を
行
い
、
駅
伝
大

会
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
も
参
加

し
て
お
り
毎
年
成
績
も
ア
ッ
プ

し
て
い
ま
す
。

　
練
習
は
厳
し
い
で
す
が
、
夏

の
キ
ャ
ン
プ
、
親
子
懇
親
会
や

親
子
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ

た
楽
し
い
行
事
も
沢
山
あ
り
ま

す
。
　
練
習
は
毎
週
火
・
水
・
金
の

　
時
　
分
か
ら
　
時
　
分
ま
で

１７

３０

１９

３０

中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
雨

の
日
は
社
会
体
育
館
で
行
い
、

土
・
日
曜
日
は
試
合
や
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
度
見
学
に
来
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
只
今
、
部
員
募
集
中
で
す
。

連
絡
先
　
高
島
　
岩
夫

（
緯
　－

５
６
６
９
）

５２
柿
川
　
洋
介

（
緯
　－

２
１
７
５
）

５３


